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千円
事
業
内
容

歳入

計

特定財源 千円

千円

千円

641 千円

千円 一般財源 641 千円

　行政改革懇談会（市民）の意見

歳入

特定財源 千円

歳入

計 74,516

一般財源 641

計 641 千円 計 74,516

特定財源

一般財源 641
H31年度に畜産競争力強化対策整備事業を実施予定のため拡充

千円 歳出 計 641

千円

事
業
内
容

家畜伝染病防疫事業
畜産環境衛生対策事業
県畜産協会負担金
利根川上流河川利用者協議会負担金

予
算
額

歳出 計 641

73,875

千円 歳出

休止・廃止

評
価
理
由

11 事務事業の改善理由　Ⓐ　
☞　実施計画のみ作成する場合の拡充・縮小・休止廃止部分
もこの欄に記入してください。

畜産競争力強化対策整備事業
家畜伝染病防疫事業
畜産環境衛生対策事業
県畜産協会負担金
利根川上流河川利用者協議会負担金

家畜伝染病防疫事業
畜産環境衛生対策事業
県畜産協会負担金
利根川上流河川利用者協議会負担金 10 最終評価（行政改革推進本部）　Ⓒ

事務事業の方向性

拡充 現行どおり 縮小

決
算
額 （住民一人あたりの行政コスト） 10

☞　今後3年間の事業内容について，どのようなことを実施していくつもりなのか，具体的に記入してください。なお，予算額の『歳出の計』と『歳入の計』は一致させてください。

棟

（住民一人あたりの行政コスト） 7

年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

410,940 円
内
訳

特定財源

　実施計画　Ⓟ

円
内
訳 一般財源

1

⑨

棟 目標値に対する実績値

　担当部長及び担当課長評価　Ⓒ ☞　担当部長・課長で協議のうえ、評価してください。

問
題
点

縮小 休止・廃止拡充 現行どおり

利根川上流河川利用者協議会負担金 利根川上流河川利用者協議会負担金

事務事業の方向性

　財務アドバイザーの見解

410,940 一般財源 629,170
計 629,170 円

目標値に対する実績値

467,892
計 7,517,892

内
訳

特定財源

（住民一人あたりの行政コスト） 122

一般財源
計

特定財源 7,050,000

棟

⑨⑨

県畜産協会負担金

　事務事業の実績　Ⓓ ☞　当該事業の予算を使って，『どのような業務をどの程度実施したか。』を記入してください。なお，業務が12個以上ある場合，代表的なものを最大12個記入してください。

60,810

家畜伝染病防疫事業畜産競争力強化対策整備事業

家畜伝染病防疫事業 畜産環境衛生対策事業

業務名

利根川上流河川利用者協議会負担金

県畜産協会負担金

成
果

畜産環境衛生対策事業 県畜産協会負担金

活動量
平成29年度 60,461

活動量 業務名活動量 成
果
内
容

畜産環境衛生対策事業

家畜伝染病防疫事業

　事務事業の主たる成果指標 ☞　数値目標（定量）の設定が困難な場合は，文言目標（定性）でも結構です。なお，指標名・目標値とも設定が困難な事業は空欄でも結構ですが，この場合，設定できない理由を分かりやすく・具体的に記入してください。

指標名 牛舎等の施設整備数 単位 棟 目標値

　担当者評価　Ⓒ ☞　実施したことによる成果や問題点を記入してください。

年度
平成27年度 61,848 平成28年度

業務名

事
務
事
業
を
構
成
す
る
主
な
業
務

評
価
理
由

目標値に対する実績値

1
目標
年次

平成 31 年度
指標及び目標値設定の考え方
（又は指標・目標値を設定できない場
合の理由）

収益性の向上を目的に牛舎及び堆肥舎の整備を行う。

誰・何を
対象に

常総肉用牛繁殖肥育一貫水田活用協議会（構成員：畜産農家，耕種農家，種苗メーカー，茨城県畜
連，大八洲開拓農業協同組合，県西農林事務所，普及センター，常総市）

位置付けられ
ている計画等

▶どのよう
な方法・
手順で

牛舎や堆肥舎等の施設整備に係る費用の補助を行う。 （補助率１／２以内）

　事務事業の目的 ☞　当該事業を実施することで、①「望ましい状態」とはどのような状態か？→　②一方で、「現状や課題」はどうなのか？→　③そのためには何をするべきか？　という過程で考えていただいても結構です。

現状
課題

近年，畜産農家数や飼養頭数の減少しており，生産基盤の強化が喫緊の課題である。さらにTPP
参加により輸入品との価格競争の激化など畜産業への影響も大きいと考えられる。
当市においても，地域産業の核として必要不可欠な存在である畜産業の生産基盤を確保するとと
もに，国際競争力強化のため，地域全体で収益力を向上させる必要がある。

▶

名称
名称 畜産・酪農収益力強化総合対策基金等事業実施要綱，茨城県畜産競争力強化対策整備事業実施要領国・県からの通達等

じょうそう未来創生プラン前期基本計画 市長マニフェスト「常総創生への道しるべ」
根拠法令及び

市条例等

国の定める法律

牛舎や堆肥舎の整備をすることで生産性の向上や畜産環境問題の改善につながり，飼料用わら
の供給や堆肥の提供を行うことで地域全体で収益性を向上させることが望ましい。

常総市まち・ひと・しごと創生総合戦略 その他の計画

望ま
しい
状態

振興

常総市復興計画 市民等からの要望
名称 市の条令・要綱・規則等 名称

年度

決まっていない

シート作成日

休止・廃止 現状維持

款予算科目 区分 一般会計（平成決まっている

拡充 縮小実施計画調書 新規

H30.10.17 部長決裁日担当部 経済環境部 担当課 農政課 担当係

　事務事業の基本情報 ☞　位置付けられている計画等で『その他の計画』が複数ある場合は，代表的なものを１つ記入してください。また，該当する根拠法令及び市条例等が複数ある場合，代表的なものを１～２個記入してください。

事務事業名

係 作成者 大滝知寿 内線（電話番号） 2320

項 目 事業畜産振興事業費 補助区分 国補 県補 市単 終期 年度まで）

H30.10.29

平成 30 年度 事務事業評価（平成29年度実施事業事後評価）シート ／ 平成 31


